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伊
保
内
小
学
校
で
は
４
月
29

日
、
村
の
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
校
庭
に
は
団
員
と
婦
人
消

防
協
力
隊
、
ポ
ン
プ
車
が
集
結
。

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
下
、
各
分

団
や
協
力
隊
が
日
ご
ろ
培
っ
た
練

習
の
成
果
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
55
分
、
静
か
な
伊

保
内
の
町
中
に
信
号
花
火
の
音

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
分
団
の
ポ
ン
プ
車
を
先
頭
に
、

ラ
ッ
パ
隊
と
団
員
、
婦
人
消
防

節
度
あ
る
演
習
で

　
　

住
民
に
安
心
感
を

協
力
隊
が
次
々
に
入
場
行
進
を

し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
２

つ
の
分
団
と
退
職
者
お
よ
び
団

員
合
わ
せ
て
57
人
の
中
か
ら
、

代
表
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
団
員
た
ち
は
、凛
々

し
い
表
情
で
賞
状
を
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　

小
隊
訓
練
か
ら
大
隊
訓
練
で

は
、
消
防
活
動
へ
の
日
々
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
一
糸
乱

れ
ぬ
隊
列
を
組
み
な
が
ら
部
隊

訓
練
を
し
ま
し
た
。
婦
人
消
防

協
力
隊
の
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

で
は
、
全
国
大
会
で
披
露
し
た

俊
敏
な
動
き
を
見
せ
、約
60
メ
ー

ト
ル
先
の
標
的
に
向
け
て
放
水

を
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
に
よ

る
消
火
訓
練
に
は
、
４
組
の
親

子
が
参
加
。
消
防
署
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
燃
え
盛
る
炎

め
が
け
て
消
火
器
を
使
っ
た
消

火
活
動
を
披
露
し
ま
し
た
。
山

根
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

ポ
ン
プ
操
法
は
、
大
人
顔
負
け

地元伊保内地区の第１中隊 27 名で編成された 1 個小  隊が、スムーズで正確な動作を小隊訓練で披露しました

大人顔負けのポンプ操法をした山根小学校少年消防クラブ

堂
々
と
し
た
訓
練
を
披
露
す
る

第
３
中
隊
（
江
刺
家
地
区
）

練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
た

第
２
中
隊
（
戸
田
地
区
）

平成 30 年度
村消防演習
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の
動
作
を
披
露
し
、
観
客
か
ら

盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
村
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
演
技
で
は
、児
童
た
ち
は
「
火

遊
び
し
ま
せ
ん
。」
の
誓
い
を
述

べ
、
音
楽
に
合
わ
せ
元
気
で
か

わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
を
一
生
懸

命
踊
り
ま
し
た
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
筆
頭
に

分
列
行
進
し
ま
し
た
。
規
律
よ

く
節
度
あ
る
行
進
を
し
、
住
民

に
安
心
感
を
与
え
ま
し
た
。
放

水
訓
練
で
は
、
青
空
に
向
け
て

一
斉
に
放
水
。
天
高
く
水
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
消
防
演
習
の
最

後
に
ふ
さ
わ
し
い
圧
巻
の
放
水

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

地元伊保内地区の第１中隊 27 名で編成された 1 個小  隊が、スムーズで正確な動作を小隊訓練で披露しました

伊
保
内
の
町
中
で
見
せ
た

規
律
の
と
れ
た
分
列
行
進

元
気
な
ダ
ン
ス
で
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
り
、
こ

の
日
、
表
彰
さ
れ
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
。
○
内
の
数
字

は
分
団
名
、
○本
は
団
本
部
）

■
村
長
表
彰

▽
功
績
証
（
勤
続
25
年
）

髙
崎　
義
憲
③　
椛
木　
克
則
③

岩
渕　
保
人
⑦　
柳
平　
善
行
⑦

高
倉　
聡
志
⑧

■
岩
手
県
消
防
協
会
二
戸
地
区
支

部
長
表
彰

▽
優
良
竿
頭
綬

第
７
分
団　
　
　
第
11
分
団

▽
功
労
章
（
勤
続
20
年
）

野
辺
地　
巧
④　
小
松　
智
樹
⑤

和
田　
伸
一
⑩　
小
笠
原
達
也
⑪

大
畑　
英
明
⑭

▽
功
績
章
（
勤
続
15
年
）

上
山　
敦
史
①　
欠
端　
将
喜
②

櫻
庭　
亮
人
⑥　
小
野
寺
多
市
⑥

篠
山　
啓
輔
⑧

▽
精
練
章
（
勤
続
３
年
）

橋
本　
克
也
②　
觸
澤　
佳
太
②

野
田　
和
貴
②　
野
田　
舞
斗
②

觸
澤　
修
平
②　
栗
谷
川
朋
弘
③

山
本　
拓
洋
③　
上
宿　
智
史
④

横
井　
俊
祐
④　
下
條
道　
悠
④

林　
　
宏
子
④　
櫻
庭　
和
輝
⑥

田
澤　
太
朋
⑩　
小
野
寺　
隆
⑬

大
崎　
　
司
⑮　
大
崎　
訓
亨
⑮

▽
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

斉
藤　
和
幸
②　
久
保　
　
昴
⑪

道
地　
達
也
⑫　
野
辺
地　
巧
⑬

下
村　
正
博
⑭

■
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

本
堂　
正
典　
　
漆
原　
賢
治

高
岡　
一
富　
　
山
本　
明
智

《
平
成
29
年
度
被
表
彰
者
》

■
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

▽
功
労
章

川
畑　
勝
美

▽
永
年
勤
続
功
労
章

野
田　
克
夫

■
岩
手
県
知
事
表
彰

▽
功
績
章　
　
　
久
保　
和
明　

藤
館　
卓
弘　
　
山
本　
隆
也

■
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

▽
功
績
章　
　
　
田
澤　
信
夫

▽
精
績
章　
　
　
中
野　
　
亮

▽
勤
続
章　
　
　
河
村　
敏
弘

小
笠
原
賢
次
郎　
山
本　
茂
則

■
岩
手
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
労
章　
　
　
山
口　
則
雄

▽
功
績
章　
　
　
林　
　
正
一

藤
館　
卓
弘　
　
岩
澤　
敏
弘

▽
優
良
婦
人
消
防
協
力
隊
員

林　
則
子

▽
内
助
功
労
感
謝
状

久
保　
直
美　
小
笠
原
リ
ツ
子
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予
算
は
約
41
億
円

　
村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）
、
財
政
状
況

の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
29
年
度
下
半
期
（
10
月
か
ら
３

月
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地

方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
出
済
額
は
約
37
億
円
で

執
行
率
は
90
・
５
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会
計
予

算
の
執
行
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
収
入
済
額
は
37
億
２
６
２

３
万
円
、
収
入
率
は
90
・
５
％
と

前
年
同
期
と
比
べ
21
ポ
イ
ン
ト
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
の
支
出
済
額
は
、

35
億
７
３
４
８
万
円
で
執
行
率

86
・
８
％
と
前
年
同
期
を
25
・
１

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

村
債
の
残
高
は
約
39
億
円

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
村
が

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
村
債（
借

金
）
の
残
高
は
3
月
31
日
現
在
で

38
億
５
０
３
３
万
円
。
前
年
同
期

か
ら
は
１
６
２
８
万
円
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
民
一
人
あ
た
り
に
す
る
と
、

約
66
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
よ

り
２
万
円
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
3
月
末
住
基
人
口
で
計
算
＝

５
８
７
８
人
）。

予
算
規
模
は
前
年
度
同
期
マ
イ
ナ
ス
21
・
５
％

金
５
億
３
２
８
４
万
円
、
道
路
改

良
工
事
費
５
６
６
４
万
円
な
ど
を

減
額
し
、
３
月
31
日
現
在
（
下
半

期
）
の
予
算
額
は
、
９
月
末
現
在

よ
り
４
億
４
４
１
５
万
円
少
な
い
、

41
億
１
８
４
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
年
度
同
期
に
比
較
す

る
と
、
災
害
復
旧
費
の
減
少
が
影

響
し
11
億
３
０
２
８
万
円
（
21
・

５
％
）
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

平成29年度
下半期の財政状況

（3月31日現在）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
９
月

30
日
現
在
（
上
半
期
）
の
予
算
額

は
、
45
億
６
２
６
４
万
円
で
し
た
。

村
で
は
そ
の
後
、
10
月
の
台
風
21

号
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
と
し

て
１
億
１
６
９
万
円
、
防
災
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
工
事
に
２
３
９
９
万

円
、
村
公
民
館
ト
イ
レ
改
修
工
事

に
６
３
１
万
円
な
ど
追
加
す
る
一

方
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
補
助

一般会計歳入の状況
●予算額　　41億 1,849 万円
●収入済額　37億 2,623万円

　　　　●収入率　　90.5％

※その他は、地方譲与税、分担金および負担金など

0 2 4 6 22 24

地方交付税

村 　 　 債

村 税

県 支 出 金

国庫支出金

繰 越 金

地方消費税交付金

諸 収　入

そ の 他

20 億 7,724 万円
20 億 7,724 万円（100.0％）

（億円） 

2 億 9,722 万円
2 億 7,633 万円（93.0％）

2 億 8,128 万円
1 億 2,210 万円（43.4％）

       1 億 777 万円
       1 億 6,293 万円（151.2％）

9,979 万円
9,979 万円（100.0％）

8,243 万円
8,490 万円（103.0％）

6,298 万円
6,349 万円（100.8％）

8,479 万円
8,837 万円（104.2％）

　　         5 億 8,200 万円
　2 億 7,280 万円（46.9％）

4 億 4,299 万円
4 億 7,828 万円（108.0％）

使用料および
手　  数　  料 予算額

収入済額

（　）内は執行率
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公有財産・基金の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

土 地 998,004㎡ ±0㎡
建 物 64,611㎡ +47㎡
有 価 証 券 416万円 ±0万円
出資による権利 7,349万円 ±0万円
物 件 79台 ＋5台
財政調整基金 40億7,368万円 ±0万円
人材育成基金 1億円 ±0万円
減 債 基 金 2億7,648万円 ＋4万円
地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円
その他の基金 8,767万円 ＋1,777万円

村債の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

政 府 資 金 26億7,493万円 －1億2,272万円
地公体金融機構 7億5,815万円 －3,676万円
市中銀行など 4億1,265万円 －2,682万円
共 済 な ど 116万円 －473万円
岩 手 県 基 金 340万円 －211万円
合 計 28億5033万円 －1億9,314万円

公用車・
消防車など

災害復旧事業費として１億169万円増額しました

水道事業会計の状況
●収益的収入と支出…１年間の経営活動の収支

収

入

科　　目 予 算 額 収 入 済 額

水 道 料金 1億1,923 1億 2,112

一般会計
補 助 金 86 86

その他の収益 1,973 1,938

合 計 1億3,982 1億 4,136

支

出

科　　目 予 算 額 支 出 済 額
浄 ・ 配 ・
給 水 費 用 4,468 3,521

施設等減価
償 却 費 6,480 6,480

企業債利息
償 還 金 1,439 1,439

そ の 他
（総係費含む） 1,595 955

合 計 1億3,982 1億 2,395

（単位：万円）

●資本的収入と支出…施設改良と企業債（借入金）などの収支

収

入

科　　目 予算額 収入済額
一般会計補助金 347 347
補 償 金 269 0
負 担 金 432 388
合 計 1,048 735

支

出

科　　目 予算額 支出済額
施 設 改 良 費 3,562 2,157
営 業 設 備 費 30 10
企業債償還金 4,697 4,697
合 計 8,289 6,864

（単位：万円）

特別会計の状況
区 分 予 算 額 収入済額

（収入率）
支出済額
（執行率）

国 民
健康保険 8億1,914万円 8億478万円

（98.2％）
8億767万円
（98.6％）

後期高齢 6,232万円 5,741万円
（92.1％）

5,867万円
（94.1％）

農業集落
排水事業 2,875万円 2,872万円

（99.9％）
2,816万円
（97.9％）

下 水 道
事 業 1億2,338万円 1億2,502万円

（101.3％）
1億2,085万円
（97.9％）

索道事業 1,417万円 351万円
（24.8％）

1,416万円
（99.9％）

戸 田
財 産 区 1,699万円 1,731万円

（101.9％）
1,619万円
（95.3％）

伊 保 内
財 産 区 579万円 332万円

（57.3％）
465万円
（80.3％）

江 刺 家
財 産 区 599万円 599万円

（100.1％）
437万円
（72.9％）

合 計 10億7,653万円 10億4,606万円
（97.2％）

10億5,471万円
（98.0％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で
一時運用を行っています。

一般会計歳出の状況
●予算額　　41億 1,849 万円
●支出済額　35億 7,348万円

　　　　●執行率　　86.8％

※その他は、商工費、議会費、予備費

4 億 1,887 万円
4 億 808 万円（97.4％）

総 務 費

民 生 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

消 防 費

農林水産業費

衛 生 費

災害復旧費

そ の 他

　7 億 8,922 万円
　7 億 4,317 万円（94.2％）

2 億 7,486 万円
2 億 2,682 万円（82.5％）

5 億 2,435 万円
3 億 4,510 万円（65.8％）

4 億 3,569 万円
4 億 1,026 万円（94.2％）

8億 4,208万円
7 億 3,915 万円（87.8％）

4 億 930 万円
3 億 8,237 万円（93.4％）

1 億 7,276 万円
1 億 5,262 万円（88.3％）

1 億 4,968 万円
1 億 4,293 万円（95.5％）

（億円） 0 2 4 6 8 10

1億 169万円
　 2,296万円（22.6%）

予算額

支出済額

（　）内は執行率
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住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

村
内
事
業
者
に
よ
っ
て
行
っ
た

場
合
に
要
し
た
経
費
に
対
し
、

10
％
以
内
（
上
限
10
万
円
）
の

額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共
通

商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
一

に
す
る
親
族
が
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
し

て
い
る
住
宅
。
さ
ら
に
、
対
象

者
が
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

を
所
有
し
、
村
内
に
１
年
以
上

存
す
る
個
人
所
有
の
住
宅
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
宅
を
有
す
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

③
対
象
工
事
で
他
の
補
助
金
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
人
。

※
こ
の
助
成
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
。

■
対
象
工
事

①
工
事
費
が
30
万
円
以
上
。

②
対
象
者
が
所
有
し
、
居
住
す

る
部
分
の
工
事
。

③
年
度
内
に
完
了
す
る
工
事
。

※
対
象
外
の
工
事
も
あ
り
ま
す
。

❶
リ
フ
ォ
ー
ム
に
商
品
券

　

住
宅
建
設
を
村
内
事
業
者
に

よ
っ
て
行
う
場
合
に
要
し
た
経

費
に
対
し
、
10
万
円
の
額
の
九

戸
商
業
協
同
組
合
共
通
商
品
券

を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
村
内
に
建
設
す
る
個
人
所
有

の
住
宅
。
対
象
者
が
床
面
積
の

２
分
の
１
以
上
を
所
有
し
、
か

つ
、
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
。

②
当
該
住
宅
建
設
に
要
す
る
経

費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
。

③
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅
。

※
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
る
部

分
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
住
宅
完
成
時
に
村
内
に
住
所

を
有
す
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

❷
新
築
に
10
万
円
の
商
品
券

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

※
補
助
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
最
大
60
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
。

②
村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
も
の
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
（
法
人

を
除
く
）。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

■
補
助
金
の
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
か

つ
60
万
円
を
限
度
と
す
る
額
。

❹
耐
震
改
修
に
最
大
60
万
補
助

居宅補助制度
新築に商品券

　

住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

て
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
住
宅
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
外
。

■
診
断
費
用

本
人
負
担
額　
３
０
０
０
円

■
実
施
件
数

若
干

❸
耐
震
診
断
に
助
成
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■
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
と

は
？

太
陽
電
池
を
利

用
し
て
電
気
を

発
生
さ
せ
る
た

め
の
設
備
お
よ

び
、
こ
れ
に
付

属
す
る
設
備
。

■
対
象
住
宅

自
ら
が
居
住
す
る
村
内
の
住
宅
、

ま
た
は
住
宅
と
し
て
使
用
予
定

の
も
の
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
住
所
を
有
す
る
見
込
み
で

あ
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
の
不
履
行
が
な
い
人
。

※
こ
の
交
付
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
世
帯
に
て
１
回
限
り
。

■
対
象
シ
ス
テ
ム

①
新
た
に
設
置
さ
れ
る
未
使
用

品
の
太
陽
電
池
発
電
。

②
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
が
、

設
置
住
宅
で
消
費
さ
れ
る
も
の
。

③
年
度
内
に
設
置
を
完
了
し
、

か
つ
稼
働
す
る
も
の
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

　

ま
た
、
村
内
事
業
者
に
も
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

太陽光発電に
商品券15万円

　
村
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
村
内
の
事
業
者
に

よ
っ
て
設
置
す
る
村
民
（
個
人
）
に
対
し
、
太
陽
電
池
容
量
１
㎾

当
た
り
３
万
円
（
15
万
円
限
度
）
の
額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共

通
商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

太陽光発電の設置に商品券を交付します

　

公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら

の
会
の
﹁
宝
く
じ
桜
﹂
寄
贈
事

業
に
よ
り
、
桜
の
若
木
の
寄
贈

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
寄
贈
対
象

　

宝
く
じ
桜
を
植
栽
や
育
成
、

手
入
れ
し
、
自
然
環
境
や
生
活

環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
、
公

益
活
動
を
す
る
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
で
、
次
の

要
件
を
満
た
す
箇
所
と
し
ま
す
。

①
桜
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
環
境
を
よ
り
向
上
さ
せ
、

将
来
、
桜
の
名
所
に
な
り
得
る

箇
所

②
植
栽
計
画
、
手
入
れ
保
全
体

制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
箇
所

■
寄
贈
物
件

　
桜
若
木（
樹
高
１・８
ｍ
内
外
、

品
種
数
種
）、
事
業
表
示
石
碑
、

品
種
表
示
板

■
寄
贈
本
数

　

１
箇
所
あ
た
り
50
本
以
上

（
50
本
未
満
は
対
象
外
）

■
寄
贈
時
期

　

平
成
30
年
12
月
か
ら
平
成
31

年
１
月
下
旬

■
審
査
決
定

　

日
本
さ
く
ら
の
会
の
審
査
に

よ
り
10
月
中
旬
に
合
否
決
定

■
募
集
期
限　

　
７
月
31
日
（
火
）

※
配
植
計
画
図
や
現
地
の
写
真

な
ど
申
請
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課
生
産
振
興
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
５
１
）

桜
の
若
木
　
希
望
団
体
を
募
集

桜
を
植
栽
す
る
団
体
募
集
し
ま
す

警察職員を
募集します

　　

岩
手
県
警
察

で
は
、
平
成
30

年
度
岩
手
県
警

察
官
Ａ
（
大
卒

程
度
）
の
男
女

の
採
用
募
集
を

行
っ
て
い
ま

す
。

■
受
験
資
格

　

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
。

　
②
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
。

　

③
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
。

　

④
岩
手
県
人
事
委
員
会
が
①

か
ら
③
と
同
等
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
人
。

■
募
集
期
間
　

　
６
月
15
日
（
金
）

　

※
試
験
の
申
込
書
は
九
戸
駐

在
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
警

察
官
Ｂ
（
高
卒
程
度
）
の
採
用

募
集
は
、
７
月
17
日
か
ら
で
す
。
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■
対
象
者

　
40
歳
以
上

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

※
勤
務
先
で
同
検
診
が
あ
る
場

合
は
そ
ち
ら
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
検
診
料

　
大
腸
が
ん
は
動
物
性
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
や
食
物
繊
維
の
摂
取
量

の
減
少
な
ど
、
食
事
の
欧
米
化
が
原
因
で
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
進
行
す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
早
期
発
見
・
治
療
を
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

容器回収場所
瀬月内集落センター前
宇堂口地区農村婦人の家前
泥の木集落センター前
村老人福祉センター前
山屋集落センター前
江刺家ふるさとセンター前
保健センター
荒田地区集落センター前
五枚橋公民館前
雪屋地区集落センター前
細屋ふれあいセンター前
舘の下公民館前
山根地区集落センター前
保健センター
平内公民館前
妻の神地区集落センター前
戸田老人福祉センター前
田代生活改善センター前
長興寺多目的集会施設銀杏会館前
保健センター
丸木橋サークルセンター前
おりつめ構造改善センター前
江刺家ふるさとセンター前
荒谷桂藤会館前
二ツ家公民館前
保健センター

対象地区
瀬月内
宇堂口
泥の木
戸田上
山屋
江刺家上
南田
荒田
五枚橋
雪屋
細屋

戸田舘の下
山根

伊保内下、小倉
平内
妻の神
戸田下
田代

長興寺上・下、大向
伊保内上、鹿島
丸木橋
道地

柿の木、江刺家下
荒谷
二ツ家

川向、予備日（未提出者）

回収受付時間
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～７時 00分
７時 15分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～８時 15分
６時 30分～７時 00分
７時 15分～７時 30分
７時 45分～９時 00分

月　日

６月 26日
（火）

６月 27日
（水）

６月 28日
（木）

６月 29日
（金）

受
診
し
よ
う  

大
腸
が
ん
検
診

≪検診日程≫

　
６
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
）
の
人
は
無
料
で
す
。

■
検
診
に
つ
い
て

○
採
便
容
器
に
同
封
し
て
あ
る

「
正
し
い
大
便
の
取
り
方
」
を
よ

く
読
み
、
正
し
く
採
便
し
て
く

だ
さ
い
。

・
2
日
間
、
別
々
の
容
器
に
採

便
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
容
器
が

最
初
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
採
便
す
る
日
は
、
容
器
を
提

出
す
る
日
の
4
日
前
か
ら
採
便

可
能
で
す
。

・
生
理
中
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
大
腸
が
ん
検
診
受
検
票
は
、

必
要
事
項
を
必
ず
記
入
し
、
採

便
容
器
・
検
診
料
と
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
未
使
用
の
採
便
容
器
は
一
般

廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
都
合
に
よ
っ
て
検
診

を
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、
必
ず

返
却
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

検
診
を
申
し
込
み
し
て
い
な

い
人
で
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ

い
。
採
便
容
器
と
受
検
票
を
渡

し
ま
す
。

■
検
診
日
程

　

指
定
日
に
提
出
で
き
な
い
場

合
は
、
最
終
日
、
も
し
く
は
い

ず
れ
か
の
会
場
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
付
時
間

内
に
提
出
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
午
前
９

時
ま
で
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
２
３
）
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歯みがきをして
大事な歯を守ろう

　

６
月
４
日
か
ら
歯
と
口
の
健

康
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
本
年

度
は
、「
の
ば
そ
う
よ
健
康
寿
命

歯
み
が
き

で
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、

全
国
各
地

で
地
域
住

民
参
加
型

の
各
種
啓

発
事
業
が

展
開
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
健

康
週
間

は
、
歯
と

口
の
健
康

へ
の
正
し

い
知
識
を
国
民
に
対
し
て
普
及

啓
発
し
、
歯
科
疾
患
の
予
防
に

関
す
る
適
切
な
習
慣
の
定
着
を

図
り
、
あ
わ
せ
て
そ
の
早
期
発

見
お
よ
び
早
期
治
療
を
徹
底
す

る
こ
と
に
よ
り
歯
の
寿
命
を
延

ば
し
、
国
民
の
健
康
の
保
持
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

歯
を
失
う
と
全
身
の
健
康
が

損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
健

康
的
な
食
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自

分
の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
歯
の
健
康
を
保
つ

コ
ツ
を
５
つ
紹
介
し
ま
す
。

⃝

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規

則
正
し
い
食
事
を
心
が
け
る
。

⃝

何
で
も
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。
⃝

食
後
20
分
以
内
に
歯
を
磨
く
。

⃝

歯
科
で
定
期
的
に
歯
石
を
除

去
す
る
。

⃝

虫
歯
を
放
置
せ
ず
治
療
す
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ツ
を
守
る
こ
と
で
、

歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

６
月
４
日
（
月
）
～
６
月
10

日
（
日
）
は
「
歯
と
口
の
健
康

週
間
」
で
す
。
歯
み
が
き
を
徹

底
し
て
、
健
康
に
大
切
な
歯
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

啓
発
ポ
ス
タ
ー

赤十字関係
職員を募集

　

日
本
赤
十
字

社
岩
手
県
支
部

と
盛
岡
赤
十
字

病
院
で
新
規
職

員
の
合
同
採
用

試
験
を
実
施
し

ま
す
。

《
募
集
概
要
》

■
職
種

　

総
合
職
（
事

務
）

得
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
ま
で

に
免
許
取
得
見
込
み
の
人
。（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）

■
勤
務
地

　
日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
、

盛
岡
赤
十
字
病
院

■
採
用
日

　
平
成
31
年
４
月
１
日

《
応
募
受
付
》

■
期
間

　

６
月
１
日
（
金
）
～
６
月
22

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
22
日

（
金
）
消
印
有
効
で
す
。

■
提
出
書
類

①
履
歴
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
所
定
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

②
返
信
用
は
が
き
１
通
（
応
募

者
の
あ
て
先
を
記
載
）

■
応
募
方
法

　

申
し
込
み
先
に
持
参
も
し
く

は
「
職
員
採
用
試
験
」
と
朱
書

き
し
て
郵
送
す
る
。

《
第
１
次
試
験
》

■
日
時

　

７
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時

～
午
後
０
時
15
分

■
場
所

　

日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部

２
階
会
議
室

■
試
験
種
目

　
教
養
試
験
（
択
一
式
）、
小
論

文※
第
２
次
試
験
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部

総
務
課
（
☎
０
１
９
‐
６
３
８

‐
３
６
１
０
）

■
採
用
人
数

　
２
人
程
度

■
内
容

　
総
務
、
経
理
、
災
害
救
護
、

医
療
事
務
な
ど

■
応
募
資
格

①
４
年
制
大
学
ま
た
は
大
学
院

を
平
成
31
年
３
月
卒
業
（
修
了
）

予
定
の
人
。

②
第
一
種
普
通
自
動
車
免
許
取

岩手駐屯地を
一般公開します

　

岩
手
駐
屯
地

創
立
61
周
年
を

記
念
し
て
、
岩

手
駐
屯
地
の
一

般
公
開
と
、
創

立
61
周
年
記
念

行
事
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

６
月
24
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３

時■
場
所

　
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地

■
内
容　

　

記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
展

示
飛
行
、
訓
練
展
示
、
戦
車
の

搭
乗
体
験
、
第
9
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
、
装
備
品
展
示
な
ど

※
雨
天
決
行（
一
部
中
止
あ
り
）。

午
前
７
時
40
分
か
ら
午
後
3
時

に
滝
沢
駅
と
岩
手
駐
屯
地
間
で

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
の
う
え
参
加
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
指

令
業
務
部
広
報
班
（
☎
０
１
９

‐
６
８
８
‐
４
３
１
１
）
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むらのわだい

大勢の来場者の中で
力を合わせて担ぎました

九戸音頭を踊る
長興寺小の児童

九戸神社例大祭・さくらまつり
伝統芸能でまつりを彩る
　５月５日の九戸神社では、九戸神社例大祭とさくらまつり
が開かれました。本殿での例大祭式典から始まり、境内と本
殿前では、長興寺小学校の児童たちのおみこしや九戸神楽保
存会の伝統芸能の舞台発表がありました。
　例大祭式典では、玉串拝礼による無病息災の祈願や九戸神
楽と権現舞の奉納が行われました。さくらまつりでは、長興
寺小学校の児童が「勤勉･自立･感謝」の校訓を掛け声にみ
こしを担ぎました。また、色とりどりの衣装を着た児童たち
は政実剣舞を元気はつらつとした表情で踊っていました。
　特設の舞台では、九戸神楽保存会が注

しめきりまい

連切舞や権現舞など
伝統芸能を披露。演者たちの一糸乱れぬ舞に来場者は盛大な
拍手を送っていました。来場した子供たちはくじを引いたり、
屋台で食べ物を買ったりとまつりを楽しんでいるようでした。

戸井良沢水芭蕉まつり
水辺に咲き誇る水芭蕉群
　妻の神自治会が主催する水

みずばしょう

芭蕉まつりが、5月3日の戸井
良沢水芭蕉公園で開催されました。雨が降ったり止んだりの
天候でしたが、多くの観光客が来観。水芭蕉を写真に収めたり、
水辺の周りを散策したりと、雨の中の公園に咲き誇る白く可
憐な水芭蕉の群れに見とれていました。
　また、戸田地区出身の藤田テル子さん率いる「まるまるス
コッパーズ」は、スコップと栓抜きを使ったスコップ三味線
の演奏で、北島三郎の「まつり」などを披露。観光客たちは
足を止めスコップ三味線の音色に聞き入っていました。
　

水辺に群生する水芭蕉

水芭蕉を鑑賞するために訪れました

スコップ三味線で演奏する「まるまるスコッパーズ」

高校１年＝左）と小野寺啓太さん（長興寺下）



11 広報くのへ◦2018（Ｈ30）６月

くじ引きの商品を
眺める子供たち

ギターとハーモニカを駆使して演奏する松山隆宏さん

円通寺でお寺ライブ開催
雨降る夜に響く歌声
　４月14日の円通寺では、松山隆

たかひろ

宏さ
んのお寺ライブが開催されました。雨が
降りしきる中でしたが、雨音を打ち消す
ような元気な歌声に観客たちは、一曲一
曲に熱心に耳を傾けていました。
　午後６時にスタートしたこのお寺ライ
ブにおよそ30人の観客が来場。前座と
して二戸市を中心に活動するアマちゃー
ずの演奏から始まりました。オリジナル
曲「リパブル」や往年の名曲「なごり雪」
などを披露し、松山さんへバトンタッチ
しました。松山さんは、全国各地で出会っ
た人や出来事、人生での経験をもとに作
詞作曲した「月の宴」、「夢の夜汽車」な
どの曲を披露。軽妙なトークと元気な歌
声で来場した観客を笑顔にしていました。

規律よく統制のとれた訓練を披露する14分団

村消防団規律訓練大会
団結力で足並みそろえ
　４月22日、伊保内小学校の校庭で村消防団訓練大会規
律訓練礼式の部が行われました。村内15の分団が集結し、
行動の正確さや団結力を競いました。指揮者や隊員に関す
るさまざまな審査基準の下、各個訓練の部と部隊訓練の部
を合わせた減点数で順位がつけられました。団員たちは仕
事終わりを使い、地元の小学校で団結力を深める練習をし
てきました。その成果を各分団が十分に発揮しました。そ
の結果、14分団が優勝に輝き、７連覇を果たしました。高橋明弘二戸警察署長から賞状を受け取る田澤マツノさん

交通功労者等表彰式
交通安全表彰に１団体５人
　二戸地区合同庁舎では５月18日に交通安全優良者へ
の表彰式が行われました。村からは、１団体５人が表彰
状を手渡されました。表彰者は以下の通りです。
■県警察本部長・県交通安全協会長　連名表彰
▷優良交通団体　社会福祉法人九戸福祉会
▷交通功労者　池田武雄
▷優良運転者　大﨑義夫、川戸静子、野辺地貞男
■二戸警察署長・二戸地区交通安全協会長　連名表彰
▷優良運転者　田澤マツノ

権現舞を披露する下川原一
かずま
将さん（福岡
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５
月
１
日
、
伊
保
内

小
学
校
で
村
教
育
研
究

会
の
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
の
事
業
計
画
の
ほ

か
３
つ
の
議
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

次
に
柳
原
政
輝
教
育
委

員
会
指
導
主
事
か
ら

「
村
の
学
力
保
障
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
藤
良
幸
二

戸
警
察
署
交
通
課
企
画

係
長
を
招
い
て
「
交
通

事
故
の
実
態
と
事
故
防

教職員の定期総会開催
交
通
安
全
講
話
を
聞
く

村
教
育
研
究
会
の
教
職
員

　

瀬
月
内
ダ
ム
小
水
力
発
電
所

の
運
転
開
始
式
が
４
月
27
日
に

挙
行
さ
れ
、
県
北
広
域
振
興
局

理
事
兼
副
局
長
の
千
葉
彰
氏
を

は
じ
め
と
し
て
、
18
人
の
関
係

者
が
出
席
。
運
転
開
始
を
祝
い

ま
し
た
。
開
会
式
の
後
、
五
枚

橋
久
夫
村
長
に
よ
っ
て
電
源
が

投
入
さ
れ
、
発
電
所
が
始
動
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
見
学

が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
担
当
者

か
ら
当
事
業
の
説
明
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

ダ
ム
の
小
水
力
発
電
所
始
動

発
電
所
の
電
源
を
投
入
す
る

五
枚
橋
久
夫
村
長

止
に
つ
い
て
」
の
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
に
村
役
場
村
長
室

に
佐
藤
隆
資
二
戸
税
務
署
長
が

表
敬
訪
問
。
平
成
29
年
分
の
確

定
申
告
に
お
い
て
当
村
が
積
極

的
に
デ
ー
タ
引
継
を
実
施
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
感
謝
状
を

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
受
け
取
り

ま
し
た
。
デ
ー
タ
引
継
と
は
、

地
方
団
体
か
ら
申
告
デ
ー
タ
を

専
用
回
線
で
税
務
署
に
送
る
こ

と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
、
行
政
の
効
率
化
が
期
待
で

き
る
新
た
な
政
策
で
す
。

積
極
的
な
デ
ー
タ
引
継
が
評
価

佐藤二戸税務署長（左）と五枚橋久夫村長

　

村
営
戸
田
牧
野
で
は
、
５
月

９
日
に
本
年
度
の
放
牧
が
始
ま

り
ま
し
た
。
78
頭
の
牛
た
ち
は

ト
ラ
ッ
ク
で
戸
田
牧
野
に
搬
入
。

酪
農
家
な
ど
関
係
者
が
体
重
測

定
を
行
い
、
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
降
る
空
模
様
で
し
た
が
、

待
ち
に
待
っ
た
様
子
で
牧
地
に

向
か
っ
て
駆
け
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
若
葉
色
に
生
い

茂
る
牧
草
を
お
い
し
そ
う
に
食

み
、
高
ら
か
な
鳴
き
声
を
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。

若
草
色
の
牧
野
を
駆
け
巡
る

青
々
と
生
い
茂
る

草
を
食
む
牛

は
ま
な
す
カ
ッ
プ
野
球
部
が
優
勝

　

ナ
イ
ン
ズ
球
場
で
４
月
30
日

に
第
57
回
は
ま
な
す
カ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
、
九
戸
中
学
校
野
球

部
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ

れ
た
今
大
会
は
、
１
回
戦
に
九

戸
中
学
校
対
百
石
中
学
校
（
青

森
県
お
い
ら
せ
町
）
の
対
決
が

行
わ
れ
、
１
対
０
で
勝
ち
ま
し

た
。続
い
て
、浄
法
寺
中
学
校（
二

戸
市
）
と
の
対
決
で
は
７
対
３

と
４
点
の
差
を
つ
け
勝
利
。
見

事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

見
事
、
優
勝
に
輝
い
た

九
戸
中
学
校
野
球
部
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夏
近
し
水
の
豊
か
な
九
戸
郷

リ
ラ
の
下
通
れ
ば
甘
き
匂
い
満
つ

九
戸
句
会
早
や
三
十
年
松
の
芯

手
の
皺

し
わ

は
農
の
年
輪
耕
せ
る

節
く
れ
の
手
は
我
が
勲
章
春
田
打
つ

田
村　

畦
畔

い
そ
い
そ
の
行
き
交
う
人
や
夏
近
し

リ
ラ
咲
く
や
勾
留
三
人
祖
国
踏
む

頑
張
れ
よ
老お

い

を
鼓
舞
す
る
里
若
葉

母
の
日
や
子
よ
り
忘
れ
ず
贈
物

年
を
経
て
益
々
増
え
し
熊
谷
草

度　
　

赤
藤

春
愁
う
同
じ
こ
と
問
う
姑は

は

が
居え

て

作
物
の
力
水
な
る
春
の
川

百
千
鳥
跳
ぶ
跳
ぶ
し
き
り
休
耕
地

片
栗
の
花
に
引
か
さ
れ
熊
野
館

菅
野　

岑
子

春
光
の
時
に
鋭
く
や
は
ら
か
く

寒
の
底
抜
け
し
と
思
ふ
日
ざ
し
か
な

日
脚
伸
ぶ
為
す
こ
と
多
き
余
生
か
な

夕
茜

あ
か
ね

雪
解
雫
の
お
さ
ま
り
し

高
島
ふ
み
女

夏
近
し
姉
の
便
り
も
途
絶
え
が
ち

春
愁
や
癌が

ん

の
告
知
を
受
け
た
ら
し

ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
忍
ば
せ
て
封
書
か
な

畑
隅
に
生
え
継
ぐ
韮に

ら

の
卵
と
じ

木
の
間
よ
り
さ
え
ず
り
こ
ぼ
れ
峡か

え

の
朝冬

部　

雪
女

健
や
か
な
姑は

は

の
笑
顔
や
五
月
晴

舘
村　

青
村

春
愁
や
老
い
先
未い

ま

だ
五
里
霧
中

寂
と
し
て
銀
杏
青
葉
の
古こ

刹さ
つ

か
な

無
量
山
桜
若
葉
の
く
の
字
坂

夕
映
え
の
鎮
守
の
森
や
楢
若
葉

六
千
人
割
つ
た
る
村
や
閑
古
鳥

【
四
月
席
題
詠
よ
り
】

手
を
つ
な
ぎ
桜
並
木
を
孫
子
等
と　
　

（
畦　

畔
）

辿
り
着
き
椅
子
に
横
た
ふ
花
疲
れ

孫
の
住
む
北
の
大
地
や
リ
ラ
の
花　
　

（
赤　

藤
）

有
り
が
た
き
学
び
の
時
間
花
見
句
座

何
事
も
プ
ラ
ス
思
考
や
在
う
ら
ら　
　

（
ふ
み
女
）

春
愁
や
事
を
成
す
人
成
さ
ぬ
人

花
辛こ

ぶ

し夷
目
安
に
い
そ
い
そ
農
作
業　
　

（
雪　

女
）

惜
し
ま
れ
て
散
る
も
ま
た
良
き
桜
か
な

む
ら
の
文
芸

第
３
6
１
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル ㊴

清き

よ

み見 

由よ

し

み美
さ
ん

昭
和
11
年
６
月
28
日
生
・
82
歳
（
川
向
）

　

10
年
ほ
ど
前
に
建
て
替
え
た
家
で
、

娘
さ
ん
と
２
人
、
猫
１
匹
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。清
見
と
い
う
苗
字
は
、

岩
手
県
で
３
軒
し
か
な
い
の
だ
と
か
。

◆
趣
味
は
？　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

渓
流
釣
り
、
植
木
の
手
入
れ
な
ど
。

◆
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？　
心
筋
梗
塞

で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

◆
長
所
は
？　
禁
煙
や
病
気
に
対
す
る

食
事
制
限
な
ど
、
決
め
た
事
は
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
こ
と
。

◆
楽
し
い
こ
と
は
？　
軽
米
や
一
戸
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
。

久く

ぼ

た

保
田
優ゆ

う

と斗
さ
ん

18
歳
・
山
根

　
高
校
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
阿
部
繁
孝
商

店
に
就
職
。
野
球
部
に
所
属
し
な
が
ら
、
家

族
６
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
好

き
で
、
野
球
と
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
す
る
こ

と
が
好
き
で
す
。

◆
休
み
の
日
は
？　
阿
部
繁
孝
商
店
の
野
球

部
で
、
練
習
や
試
合
を
し
て
い
ま
す
。

◆
幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
は
？　
地
元
に
就
職

し
生
活
し
て
い
く
中
で
、
先
生
方
や
地
域
の

方
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
人
間
関
係
の
つ
な
が
り

を
今
ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

　

村
営
戸
田
牧
野
で
は
、
５
月

９
日
に
本
年
度
の
放
牧
が
始
ま

り
ま
し
た
。
78
頭
の
牛
た
ち
は

ト
ラ
ッ
ク
で
戸
田
牧
野
に
搬
入
。

酪
農
家
な
ど
関
係
者
が
体
重
測

定
を
行
い
、
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
降
る
空
模
様
で
し
た
が
、

待
ち
に
待
っ
た
様
子
で
牧
地
に

向
か
っ
て
駆
け
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
若
葉
色
に
生
い

茂
る
牧
草
を
お
い
し
そ
う
に
食

み
、
高
ら
か
な
鳴
き
声
を
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。
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村
文
化
協
会
総
会
が
５
月
11

日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
員
や
関
係
者
が
出

席
し
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
、
平
成
30
年
度
の
計

画
と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
原

案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
文
化
協
会
の
役
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

２
年
間
で
す
。

　

席
上
、
村
の
芸
術
文
化
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
、

学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時
）

▽
芸
術
文
化
功
労
賞

久
保
田
正
信
（
南
田
）

　

昭
和
50
年
の
村
文
化
協
会
設

立
に
尽
力
、
役
員
と
し
て
、
村

産
業
・
芸
術
文
化
ま
つ
り
の
企

画
運
営
に
携
わ
り
、
協
会
の
発

展
な
ら
び
に
地
域
の
芸
術
文
化

活
動
の
振
興
に
貢
献
。

▽
芸
術
文
化
指
導
者
賞

小
井
田
重
雄
（
田
代
）、
石
川
正

（
道
地
）、中
山
勇
一（
江
刺
家
下
）

　

発
足
か
ら
15
年
間
に
わ
た
り

伊
保
内
高
校
郷
土
芸
能
委
員
会

を
指
導
、
献
身
的
に
「
江
刺
家

新
委
員
紹
介

　

社
会
教
育
委
員

と
青
少
年
問
題
協

議
会
委
員
が
４
月

か
ら
新
し
い
委
員

と
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

社
会
教
育
委
員

は
、
教
育
委
員

会
が
行
う
社
会
教

育
の
事
業
に
村
民

の
意
向
や
地
域
の

課
題
を
反
映
さ
せ

る
た
め
の
助
言
を

行
う
こ
と
な
ど
を

職
務
と
し
て
い
ま

す
。

　

青
少
年
問
題
協

議
会
委
員
は
、
青

少
年
の
指
導
、
育

成
等
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
審
議
し
、
関
係
機

関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
青
少

年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

任
期
は
、
社
会
教
育
委
員
が

平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
33

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
、

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
は
平

成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年

間
と
な
り
ま
す
。

社会教育委員／青少年問題協議会委員

神
楽
」
継
承
に
努
め
た
。

▽
芸
術
文
化
優
秀
賞

県
立
伊
保
内
高
等
学
校
郷
土
芸

能
委
員
会
＝
平
成
29
年
８
月
４

日
、
第
41
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
優
良

賞
（
第
３
位
）

▽
芸
術
文
化
奨
励
賞

松
本
來く

る

み
琉
未
（
江
刺
家
小
２
年
）

＝
平
成
30
年
１
月
24
日
、
第
42

回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
図
画

部
門
岩
手
県
教
育
長
賞

芸
術
功
労
者
に
表
彰
状

芸術文化指導者賞を受け取る小井田重雄さん芸術文化功労賞を受章した久保田正信さん

社会教育委員 青少年問題
協議会委員

土佐野　淳 千葉　和彦
吉田竜二郎 中村　國夫
髙橋　良一 土佐野　淳
櫻庭豊太郎 吉田竜二郎
河村　恵子 髙橋　良一
屋形場正藏 秋元　光浩
下村美江子 尾友　元一
南　雄二郎 森岩　春雄
佐藤　康輔 若山　秀一
保大木宏次 下村美江子
秋元　光浩 安藤サチ子
本堂　友明 漆原　一三
橋本　睦子
宮澤まさ子
細川　育子

新
役
員
紹
介

職　　名 役　員　名
会　　長 上村　勝己

副  会  長
高崎　　信
小井田重雄

事務局長 尾友　勝則

監　　事
室澤　福則
出町　貴子
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❖ 今月のお薦め図書

学 校中戸九

高

校

内

保

伊

　

５
月
18
日
（
金
）

に
は
、
１
週
間
前
に

行
わ
れ
た
体
育
祭
を

振
り
返
る
、
体
育
祭

反
省
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
３
年
生
に

と
っ
て
は
、
中
学
校

生
活
最
後
の
体
育
祭

で
し
た
が
、
そ
の
取

り
組
み
を
生
徒
会
本

部
や
各
学
年
代
表
者

が
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
反
省
で
、「
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
後
輩
た
ち
に
指
示

を
出
し
、
引
っ
張
っ
て
い
く
大

変
さ
を
学
ん
だ
」「
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
自
覚
や
責
任
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
」
と
の
意
見
が

体育祭反省集会

　

限
ら
れ
た
教
員
数
で
、
授
業

や
業
務
を
ど
う
進
め
れ
ば
生
徒

の
た
め
に
な
る
の
か
日
々
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
本
年
度
も
高
総

体
地
区
予
選
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
部
と
も
１
年
生
の
新
戦

力
を
得
て
、
代
表
決
定
戦
ま
で

粘
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
人
数
が
少
な
か
っ
た
り
顧

問
が
専
門
外
で
あ
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
制
限
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中

で
何
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

部
活
動
に
限
ら
ず
、
あ
の
時
自

分
は
こ
れ
だ
け
は
頑
張
っ
た
と

胸
を
張
れ
る
こ
と
を
高
校
生
活

の
中
で
ぜ
ひ
１
つ
で
も
作
っ
て

も
ら
え
た
ら
、
そ
れ
が
自
信
に

つ
な
が
り
ま
す
。
県
大
会
で
の

生
徒
の
活
躍
に
期
待
し
つ
つ
、

生
徒
が
自
主
的
に
、
貪
欲
に
頑

張
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
き
た

教
諭　

久
保
田　

忍　

高
校
生
活
の
中
で

　田中花実は小学6年生。
貧乏な母子家庭だけれど、
底抜けに明るくたくましい
お母さんと毎日大笑い、大
食いで生きている。そんな
二人の日常を見事に描いた
作品。
平成15年生まれの中学生作
家による笑いと涙の５編。

さよなら、田中さん
鈴木　るりか　著／小学館

日本史の内幕
磯田　道史　著／中公新書

護られなかった者たちへ
中山　七里　著／ＮＨＫ出版

　豊臣秀頼の父親は本当に秀
吉なのか。著者が原本を発見
した坂本龍馬の手紙の中身と
は。
　日本史にはたくさんの謎が
潜んでいる。古文書の中から
しか見えてこない小説や教科
書では分からない、日本史の
面白さ、魅力がここにある！

　餓死死体が物語る、あまり
にも残酷な現実。
　誰が被害者で誰が加害者な
のか？人は誰のために、何を
護ろうとするのか？私たちの
血税で国は何を優先している
のか。
　日本の社会福祉制度の限界
に挑んだ問題作！

　ぼくは、お母さんの
ことがキライ。すぐ怒
るし、早くしなさいっ
て言うくせに自分はゆ
っくりおしゃべり。そ
れから…それから、ぼ
くとは結婚できないっ
て言うし。だからぼく
は…。

ぼく　おかあさんのこと…
酒井　駒子　作／文溪堂

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

体育祭について
振り返りました

高
総
体
で
プ
レ
ー
す
る

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
生
徒

出
さ
れ
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
に

指
示
を
出
し
て
活
動
す
る
大
変

さ
を
学
び
、
ま
た
そ
れ
ら
を
通

し
て
、
ど
の
よ
う
に
指
示
を
出

せ
ば
後
輩
た
ち
が
効
率
的
に
活

動
で
き
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
最
上
級
生
と
し
て
学
ん
だ
体

育
祭
で
し
た
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
３
２

　

今
年
か
ら
採
用
に
な
っ
た
保
健
師
の

久
保
和
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
歯
周
病
と
は
？

　

細
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
炎
症
性
疾
患
で
す
。
歯
と
歯
茎
の

境
目
な
ど
の
掃
除
が
行
き
届
か
な
い
で

い
る
と
、
そ
こ
に
歯し

垢こ
う

が
た
ま
り
、
は

れ
や
口
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

大
人
の
抜
歯
の
原
因
第
１
位
は
虫
歯

で
は
な
く
歯
周
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
口
の
中
だ
け
で
な
く
、
心

疾
患
、
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
、
糖
尿
病
、
早
産

な
ど
全
身
に
影
響
す
る
と
い
わ
れ
て
い

６
月
は
歯
と
口
の
健
康
週
間

ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
の
口
の
状
態
で
思
い
当

た
る
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

□　

朝
起
き
た
時
に
口
の
中
が
ネ
バ
ネ

　
　
バ
す
る

□　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
に
出
血
す
る

□　
口
臭
が
気
に
な
る

□　
歯
肉
が
む
ず
が
ゆ
い
、
痛
い

□　
歯
肉
が
赤
く
は
れ
て
い
る

□　
硬
い
物
が
か
み
に
く
い

□　
歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す   

　
　
る

□　
歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
で
き
た
、 　

　
　
物
が
挟
ま
る

※
３
つ
以
上
当
て
は
ま
る
人

　

歯
周
病
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

※
全
て
当
て
は
ま
る
人

　

歯
周
病
の
症
状
が
か
な
り
進
ん
で
い

ま
す
。

■
全
身
の
健
康
は
口
か
ら

　

歯
周
病
は
30
歳
頃
か
ら
増
え
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
年
層
や
子
ど
も

に
も
予
備
軍
は
大
勢
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
や
ス
ト
レ
ス
な

ど
も
歯
周
病
を
進
行
さ
せ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
丁
寧

な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
、

歯
科
受
診
だ
け
で
な

く
、
禁
煙
を
始
め
て

み
る
の
も
お
勧
め
で

す
。
全
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
口

の
健
康
は
重
要
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
き
れ
い
な
口
の
環
境
づ
く
り
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
（
保
健
師　
久
保　
和
）

後
期
高
齢
者
の

保
険
料
率
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
財
政
運

営
期
間
が
２
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
医
療
費
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料

率
を
次
の
よ
う
に
改
定
し
ま
し
た
。

︽
平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率
︾

◆
均
等
割
額

　
３
８
０
０
０
円
（
変
更
な
し
）

◆
所
得
割
額

　
７
・
36
％
（
変
更
な
し
）

　

賦
課
限
度
額
（
保
険
料
年
額
の
上
限

金
額
）
に
つ
い
て
は
62
万
円
と
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

軽
減
さ
れ
る

対
象
者
が
拡
大

　

所
得
の
低
い
人
を
対
象
と
し
た
軽
減

が
、
平
成
30
年
度
か
ら
次
の
通
り
拡
大

さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
世
帯
の
所
得
の
状

況
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
適
用
さ
れ
ま

す
の
で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
２
割
軽
減
と
５
割
軽
減
の
対
象
者
が

拡
大

　

均
等
割
額
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
る
基

準
が
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
２
割
軽
減

を
受
け
て
い
た
人
で
も
５
割
軽
減
に
な

る
場
合
が
あ
り
、
保
険
料
負
担
が
よ
り

軽
く
な
り
ま
す
。

　

夫
婦
２
人
世
帯
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

拡
大
後
の
対
象
所
得
金
額
を
次
の
通
り

計
算
し
て
み
ま
し
た
。

◆
軽
減
割
合　
５
割

　
対
象
所
得
金
額

　
（
夫
婦
２
人
世
帯
の
場
合
）

　
　
87
万
円
（
平
成
29
年
度
）

　
　
88
万
円
（
平
成
30
年
度
）

◆
軽
減
割
合　
２
割

　
対
象
所
得
金
額

　
（
夫
婦
２
人
世
帯
の
場
合
）

　
　
１
３
１
万
円
（
平
成
29
年
度
）

　
　
１
３
３
万
円
（
平
成
30
年
度
）　

　
　
　
（
税
務
会
計
課　
上
宿　
智
史
）

後
期
高
齢
保
険
料
の
軽
減
対
象
者
が
拡
大

◀◀



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
に
長
期
間
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
で

い
た
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の

隙
間
に
ほ
こ
り
が
溜
ま
り
、
湿
気
を
呼

ぶ
こ
と
に
よ
り
絶
縁
状
態
が
悪
く
な
り
、

発
熱
、
発
火
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

【
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

⃝

定
期
的
に
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

⃝

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
防
止
す
る
プ

　

ラ
グ
や
ほ
こ
り
防
止
キ
ャ
ッ
プ
を
使

村内の火災・救急（４月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 1件 3件 ＋３件
救 急 17 件 96 件 ＋１件

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火
災
に
注
意
！

　

春
か
ら
夏
に
変
わ
り
、
農
作
業
中
の

事
故
な
ど
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。　

■
農
作
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
に
注

意

⃝

あ
ぜ
道
の
高
低
差
、
ぬ
か
る
み
等
で

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
。

⃝

カ
ー
ブ
で
は
速
度
に
注
意
す
る
。

⃝

夕
方
、
夜
間
に
走
行
す
る
と
き
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
に
反
射
材
を
つ
け
る
な
ど
、

後
方
か
ら
来
る
車
両
に
自
分
の
存
在
を

知
ら
せ
る
。

⃝

ト
ラ
ク
タ
ー
の
尾
灯
な
ど
が
転
倒
す

る
か
、
車
両
に
整
備
不
良
が
な
い
か
定

期
的
に
点
検
す
る
。

■
体
調
に
気
を
配
っ
た
運
転

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
自
分

の
体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
少
し
で
も

体
調
が
優
れ
な
い
と
き
は
、
自
分
で
運

転
せ
ず
、
家
族
に
頼
む
か
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
夕
方
は
日
中
の
疲
れ
が
運
転

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
事
故
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

適
度
な
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
人
が
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
納
制
度
を

利
用
す
る
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

０
０
４
）
ま
た
は
二
戸
年
金
事
務
所
ま

で
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か

ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
付

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去

５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
後

納
制
度
」
が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成

30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金

村内の交通事故（4月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0件 2件 －１件
物損事故 4件 32 件 ＋ 11 件
負 傷 者 0人 4人 ± 0人
死 亡 者 0人 0人 ± 0人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 －１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数……1299日
（4月30日現在）

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

■
出
掛
け
る
と
き
は
鍵
か
け
確
認

　

二
戸
管
内
で
、
鍵
を
か
け
て
い
な
い

留
守
宅
に
侵
入
し
、
金
品
を
盗
ま
れ
る

窃
盗
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

出
掛
け
る
と
き
は
、
玄
関
だ
け
で
な

く
、
勝
手
口
や
窓
の
施
錠
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

鍵
か
け
は
み
ん
な
が
で
き
る
防
犯
対

策
で
す
。

用
す
る
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
不燃・ビン・金物 ６月４日㊊ ６月５日㊋ ６月11日㊊
空 き 缶 ６月18日㊊ ６月19日㊋ ６月25日㊊
粗 大 ご み ６月12日㊋ ６月26日㊋
紙・プラ類 ６月14日㊍ ６月20日㊌ ６月28日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

６ ３ 齊藤産婦人科医院 23-2505 ６ ３ ほんだ歯科クリニック 23-9591

10 いちのへ内科クリニック 33-2701 10 菅歯科 23-5161

17 カシオペア医院 23-3331 17 小野寺歯科医院 33-3050

24 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 24 ムカイダ歯科クリニック 46-4636

７ １ 二戸クリニック 25-5770 ７ １ 堀米歯科医院 46-2927

６月

  久慈拓陽支援学校
見学してみませんか

　日ごろの授業やさまざまな教育
活動を知ってもらうことを目的と
した、「学校へ行こう週間」を設
けています。気軽に来校して授業
見学をしてみませんか。
■日時　７月９日（月）～13日（金）
午前９時～午後３時
■内容　校舎・寄宿舎見学および
授業参観
■場所　県立久慈拓陽支援学校
■対象　見学希望する人
■問い合わせ　岩手県立久慈拓陽
支援学校（☎0194-58-3004）

  放送大学で
学びませんか

　放送大学では、10月の入学生を
募集します。
■出願期間　６月15日（金）～８
月31日（金）
≪オープンキャンパス≫
■日時　７月13日（金）～７月
15日（日）、８月17日（金）～８
月18日（土）、午前10時～午前
11時30分
■場所　放送大学岩手学習セン
ター４階講義室
≪大学説明会≫
■日時　７月20日（金）午後１時
30分～午後３時
■場所　二戸市立図書館
■問い合わせ　放送大学岩手学習
センター（☎019-653-7414）

●納期のお知らせ●

   ７月２日（月）までに

村県民税
を納めましょう

  「ひきこもり」とは
理解を広める講演会

　二戸保健所では、「ひきこも
り」状態への理解を広めるため、
ひきこもりの人の自立や社会参加
を支援する団体の講師を招いて講
演会を開催します。
■日時　６月25日（月）午前10
時30分～午後０時30分
※受付は午前10時から。当日参
加も可能です。
■内容　講演「ひきこもるココロ
に寄り添う」など
■場所　二戸地区合同庁舎１階　
大会議室
■講師　社会福祉法人わたげ福祉
会理事長　秋田敦子先生
■申し込み・問い合わせ　二戸保
健所保健課（☎23-9206）

  全国の友達と
友情を深めよう

　富士山麓のキャンプ場で、全国
の青少年とチャレンジの大切さや
協力して助け合う楽しさを学びま
せんか。
■日時　７月31日（火）～８月４
日（土）４泊５日
■内容　富士登山、テント生活体
験、野外炊事体験など
■場所　静岡県立朝霧野外活動セ
ンター
■対象　小学３年生～中学３年生
■締切日　７月５日（木）
■問い合わせ　公益財団法人国
際青少年研修協会（☎03-6417-
9721）
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人のうごき
（平成30 年5月1日現在）

●人　口　　５，８６３　人   （ー１５）
　　男　　　 ２，８１７　人   （ー１２）
　　女　　　 ３，０４６　人　  （－３）
●世帯数　　２，１５９世帯　 （－１）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １４　人  　（３３人）
　 転　 出　　　 ２０　人  　（７１人）
　 出　 生　　 　　０　人 　 　（７人）
　 死　 亡　　　 　９　人  　（３３人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆皆さんは、ゴールデンウィークを
どのように過ごしましたか？私は、
水芭蕉まつりとさくらまつりの取
材に行ってきました。水芭蕉を眺
めたり、子どもの元気な声を聞い
たりと癒されるものばかりでした。
◆九戸中の体育祭にお邪魔しまし
た。私が学生の頃は、元気よく競技
に参加していましたが、高校を卒業
してからは一切運動をしなくなり、
階段を上るだけで息が切れるよう
になってきました。そろそろ運動
を始めたほうがいいかな？（前川）

  在職中の方々の
能力向上を支援

　在職中の人の能力向上を支援す
るため、セミナーを実施します。
■日時　
≪管理職研修≫　
６月13日（水）～６月14日（木）
≪Excelビジネス活用基礎≫
６月27日（水）～６月28日（木）
≪中堅社員研修≫
７月11日（水）～７月12日（木）
※いずれも午前９時～午後４時。
■場所　県立二戸高等技術専門校
■費用　「Excelビジネス」1,200円、
「中堅社員研修」2,200円（各種税別）
■対象　在職中の人
■申し込み・問い合わせ　岩手県
立二戸高等技術専門校（☎0195-
23-2227）

  刈払機の使い方
習得しませんか

　刈払機の基本操作のほか、使用
する上での安全衛生について知識
を習得します。受講生には、修了
証が交付されるので、ぜひ参加く
ださい。
■日時　６月28日（木）　午前９
時～午後４時（昼食等は各自持参）
※学科５時間、実技１時間。
■場所　二戸地域職業訓練セン
ター
■対象者　二戸地域で仕事を探し
ている人
■費用　無料
■定員　25人
■申込締切　６月21日（木）
■申し込み・問い合わせ　二戸地
域雇用創造協議会（☎0195-26-
8061）

  二戸地区消防職員
採用試験を実施

　二戸地区の広域行政事務組合消
防職員の採用試験を実施します。
■受験申込受付期間　
　７月10日（火）～８月10日（金）
午前8時30分～午後5時まで（郵
送の場合は8月10日（金）消印有効）
■受験資格　
①平成４年４月２日以降に生まれ
た人で、高等学校以上を卒業また
は平成31年３月に卒業見込みの人
②消防職員として職務遂行に必要
な身体であること。
③採用後において二戸管内（二戸
市、一戸町、軽米町および九戸
村）に居住できること。
■申込書の配布　
７月２日（月）～８月10日（金）
※申込書は、二戸地区広域行政事
務組合消防本部および各分署、
ホームページからダウンロードで
きます。
■第一次試験日・場所
９月16日（日）・二戸市立福岡中
学校
■問い合わせ　二戸地区広域行政
事務組合消防本部総務課（☎0195-
26-8111）
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５
月
12
日
、
九
戸
中
学
校
で
体

育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

九
戸
中
学
校
創
立
40
周
年
の
記
念

す
べ
き
体
育
祭
。
生
徒
た
ち
は
赤

組
と
青
組
に
分
か
れ
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
前
に
は
「
い
ち
に
、

い
ち
に
」
と
活
発
な
掛
け
声
の
も

と
生
徒
が
入
場
行
進
を
し
ま
し
た
。

開
会
式
と
し
て
、
聖
火
入
場
や
選

手
宣
誓
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
火
入
場
で
は
、
聖
火
が
本
部
テ

ン
ト
前
を
通
過
し
、
聖
火
台
に
聖

火
が
灯
り
開
会
式
を
彩
り
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
宣
誓
は
、
選
手
と
し

て
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
各
学
年
の
徒
競
走
や
長
縄
跳
び
、

応
援
合
戦
な
ど
の
団
体
種
目
ほ
か

20
種
類
の
競
技
を
し
ま
し
た
。
生

徒
は
一
生
懸
命
競
技
に
取
り
組
み
、

負
け
て
も
励
ま
し
合
い
な
が
ら
士

気
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
白
熱
し

た
対
決
に
勝
利
す
る
と
、
競
技
に

参
加
し
た
生
徒
や
応
援
団
、
観
戦

す
る
生
徒
た
ち
は
喜
び
を
分
か
ち

あ
っ
て
い
ま
し
た
。
応
援
合
戦
は
、

両
組
団
と
も
負
け
じ
と
力
の
限
り

大
声
を
出
し
ま
し
た
。
青
空
に
向

か
っ
て
大
き
く
背
を
反
り
、
応
援

歌
や
エ
ー
ル
を
叫
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
育
祭
は
、
６
１
９
点

対
５
９
９
点
で
青
組
が
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
創
立
40
周
年
の

特
別
な
体
育
祭
は
、
九
戸
中
学
校

の
生
徒
の
心
に
、
一
つ
の
記
憶
と

し
て
刻
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

2020

横綱引きでは地面に倒れながらも
綱を引っ張り陣地へ近づけます

聖火台に火をつけ
トーチを高く掲げます

20

九戸中学校創立40周年の記念すべき体育祭で優勝し、喜びを爆発させる青組の生徒たち

九
戸
中
学
校
体
育
祭

若
人
た
ち
の
体
育
祭

　
　
熱
戦
こ
こ
に
あ
り

学年別の徒競走で全力疾走し
ゴールを目指す生徒たち

20

青組にエールを送る赤組


